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日本経済新聞・神戸新聞に掲載します。
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ごあいさつ

株主の皆様には、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

また、平素は格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。

ここに、当社第147期中間期（平成18年4月1日から平成18年

9月30日まで）の中間報告書をお届けいたしますので、ご高覧

いただきますようお願い申し上げます。

平成18年12月
代表取締役社長 野澤 俊也

●研究開発体制の強化
新商品開発のリードタイム短縮および責任体制の明確化を

図ります。また、新事業の柱として石綿含有建材のリサイクル

製品の実用化を進めます。

●NNPS（ノザワ・ニュー・プロダクション・システム）の全社展開
増収増益への体質改善を行うとともに、企業を担う“人”の

育成を推進します。

●販売体制の強化
販売体系を建設商品部・住宅建材部・環境システム部の3部

体制で構成し、市場別・商品別に責任を明確にします。

ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

中長期計画・コミットメント213に基づく重点施策
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当中間期の取り組みと成果

［住宅分野と環境分野が好調に推移］

当中間連結会計年度のわが国経済は、民間設備投資の
増加や雇用環境の改善などにより景気回復基調で推移し
ました。しかし、建築材料業界におきましては、公共建
設工事の規模縮小に加えて競争の激化などが進み、厳し
い状況が続いています。
このような状況下、当社は前期に市場投入した新商品
および内装用ボードの拡販に注力。環境対策工事につき
ましても、施工体制の確立と施工品質の確保に努め、受
注拡大を促進してまいりました。生産面ではNNPS（ノ
ザワ・ニュー・プロダクション・システム）による生産の効
率化や柔軟な運転体制の導入を図るとともに、代替可能
な低価格原材料へのシフトなどを進めました。開発面に
も意欲的に取り組み、押出成形セメント板「アスロック」

の新工法である低層外壁専用工法「ＮＰクイック工法」を
開発。従来工法よりも下地鋼材が半分で済み、耐震性・
施工効率をアップさせたローコスト化を実現し、アスロッ
ク市場の拡大を促しました。土木向けには、アスロック
を支柱鋼管と一体構成にすることで施工の効率化とコス
ト低減を図ったFCB軽量盛土保護壁「e-moブロック」を
市場投入し、商品群の充実を進めました。
これらの結果、主力のアスロックは大型受注の終了に
より減収となったものの、住宅用軽量外壁材および内装
用ボードが堅調に推移。環境対策工事の売上高も20億
17百万円(前期比17.8倍)と大幅に増加し、当中間連結
会計年度の売上高は92億41百万円と前年同期比7億57
百万円の増収になりました。営業利益は原油・原材料価
格の高騰や製造原価アップなどにより前年同期比１億円
減益の2億84百万円、経常利益は前年同期比55百万円
減益の2億33百万円、当中間純利益につきましては前年

同期比2億19百万円増益の1億11百万円となりました。

通期の見通し

［積極的な事業展開により売上高200億円へ］

今後の経済見通しにつきましては、原油・原材料価格
の高騰、金利の上昇といった懸念材料もあり、依然とし
て予断を許さない状況で推移するものと思われます。当
社におきましては、商品力・技術開発力の向上を目的と
して、各種のプロジェクトチーム・ワーキンググループ
をフレキシブルに編成。顧客ニーズを先取りした独創的
な商品・工法を開発、事業の拡大を図っていきます。下
期第一弾として、従来のアスロックを徹底的にスリムに
軽量化し、かつ施工スピードを向上させた「地下二重壁
専用アスロック」を本年12月より発売。多様化する建物
の地下空間の有効活用に応えます。

販売部門では、前期および今期に発売した新商品の投
入効果を高めるべく、顧客ニーズに対応した施工品質の
向上に努めるとともに、施工方法の改良によるコストダ
ウンを図り、受注の拡大に繋げる所存です。生産部門で
は、低価格原材料への切り替えを進めるとともに、NNPS
による品質向上と納期短縮およびコストダウンを推進し
ます。管理部門では、有利子負債のさらなる圧縮を進め、
財務体質の改善強化に努めます。また、内部統制システ
ムの整備によって経営基盤の強化を行い、企業価値向上
に努めてまいります。
これらの積極的な事業展開により、当連結会計年度は
売上高200億円、経常利益7億50百万円、当期純利益
3億50百万円を見込んでおります。
株主の皆様におかれましては、今後ともより一層の

ご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

住宅用軽量外壁材

内装用ボード

建築・住宅・土木の3市場で、快適な生活空間づくりに貢献しています。ノザワの事業

押出成形セメント板
「アスロック」

ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

●建築向け商品
「アスロック」は軽量・高強度、耐火性
はもとより耐候性、遮音性、耐震性に
優れた建築用部材。ビルや工場、倉庫
などの外壁・間仕切壁などに幅広く使
われてきました。近年では、表面にタイル
を貼ったタイプやフッ素樹脂加工を施
したタイプなど、意匠性の高い製品も
ラインナップ。日経BP社発行の建築総
合情報誌「日経アーキテクチュア」9月号
では、「押出成形セメント板」の採用し
たい建材メーカーの1位に選ばれました。
豊富な品種で多彩な設計ニーズに
応える当社の「アスロック」は、品質・
デザイン・コストパフォーマンス等で
高い評価を得ています。

●住宅向け商品
押出成形技術の進化が生んだ耐火・耐久性に優れた「軽
量外壁材」。加工性に優れ、表面に複雑な意匠を表現で
きるため、住宅用外壁材として注目されています。また、
抄造方式で作られる不燃ボードは、内装・外装・化粧用
基材等それぞれの目的に合った商品をとり揃えています。

New-NLBパネル

●土木向け商品
軽量盛土工法の化粧、保護材専用パネル「NLB
パネル」「New-NLBパネル」は、軽量・高強度で
景観性にも優れています。また、道路などの遮音
壁専用パネル「アスロック遮音壁」は、遮音効果
と経済性に優れ、飛散防止対策も万全です。

内装仕上材
「ふらの調湿しっくい」

モルタル専用混和材
「ニューテーリング」

●混和材・内装左官材料
モルタル専用混和材「ニューテーリング」は、業界
に先駆けてゼロアスベストを実現。その他の商品
にももちろん石綿改質技術が活かされています。内
装仕上材「ふらの調湿しっくい」は、吸放湿特性と
VOC吸着・脱臭機能に優れています。

吹付けロックウール
「コーベックス」

耐火被覆材「ファイプル」

●工事
優れた断熱効果を持つ「コーベックス」（吹付けロックウール）
「コーベライト」「ファイレス」「ファイプル」を用いた耐火被覆工事
によって、鉄骨建築物の普及に貢献してきました。日経アーキテ
クチュア9月号では、「耐火被覆材」の採用したい建材メーカー
ランキングで2位に選ばれています。また、アスベスト（石綿）
処理工事やダイオキシン除去工事も積極的に推進しています。
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デザインパネル「デンロック」

タイル仕上げパネル
「アスロックタイルパネル」



■中間連結損益計算書

科　目
当中間期

平成18年4月1日から
平成18年9月30日まで

前中間期
平成17年4月1日から
平成17年9月30日まで

売上高 9,241,302 8,484,102

売上原価 6,728,253 5,954,140

売上総利益 2,513,048 2,529,962

販売費及び一般管理費 2,228,990 2,145,805

営業利益 284,058 384,157

営業外収益 59,713 63,907

営業外費用 110,255 158,936

経常利益 233,515 289,128

特別利益 750 262,281

特別損失 16,742 397,471

税金等調整前中間純利益 217,523 153,938

法人税、住民税及び事業税 100,656 10,990

法人税等調整額 5,766 250,890

中間純利益又は中間純損失（△） 111,100 △107,942

（単位：千円）
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■中間連結貸借対照表

科　目 当中間期末
平成18年9月30日現在

前期末
平成18年3月31日現在

■資産の部

流動資産 7,448,068 7,050,693

現金及び預金 1,206,816 1,538,928

受取手形及び売掛金 3,874,468 3,591,201

たな卸資産 1,574,399 882,436

その他 803,407 1,044,830

貸倒引当金 △11,024 △6,704

固定資産 15,895,469 16,188,957

有形固定資産 12,342,936 12,353,141

建物及び構築物 3,175,366 3,242,735

機械装置及び運搬具 1,542,660 1,515,420

土地　 7,399,397 7,399,397

その他 225,512 195,588

無形固定資産 63,577 73,373

投資その他の資産 3,488,955 3,762,441

投資有価証券 2,680,145 2,875,200

その他 828,010 915,168

貸倒引当金 △19,200 △27,927

繰延資産 1,987 3,975

社債発行費 1,987 3,975

資産合計 23,345,525 23,243,625

科　目 当中間期末
平成18年9月30日現在

前期末
平成18年3月31日現在

■負債の部

流動負債 6,576,873 6,026,954

支払手形及び買掛金 2,899,823 2,610,059

短期借入金 1,503,450 1,418,550

賞与引当金 245,960 240,957

その他 1,927,640 1,757,388

固定負債 8,622,154 8,975,390

社債　 598,000 792,000

長期借入金 4,128,500 4,245,200

再評価に係る繰延税金負債 2,323,396 2,323,396

退職給付引当金　 866,101 777,527

役員退職慰労引当金 ー 110,452

その他 706,156 726,814

負債合計 15,199,027 15,002,345

■資本の部

資本金 ー 2,449,000

資本剰余金 ー 1,470,572

利益剰余金 ー 294,638

土地再評価差額金 ー 3,196,782

その他有価証券評価差額金 ー 872,696

自己株式 ー △42,410

資本合計 ー 8,241,279

負債及び資本合計 ー 23,243,625

■純資産の部

株主資本 4,212,326 ー

資本金 2,449,000 ー

資本剰余金 1,470,572 ー

利益剰余金 335,659 ー

自己株式 △42,905 ー

評価・換算差額等 3,934,170 ー

その他有価証券評価差額金 737,388 ー

土地再評価差額金 3,196,782 ー

純資産合計 8,146,497 ー

負債及び純資産合計 23,345,525 ー

（単位：千円）（単位：千円） ■中間連結キャッシュ・フロー計算書

科　目
当中間期

平成18年4月1日から
平成18年9月30日まで

前中間期
平成17年4月1日から
平成17年9月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 124,628 351,321

投資活動によるキャッシュ・フロー △161,314 28,854

財務活動によるキャッシュ・フロー △295,425 △254,232

現金及び現金同等物の増減額 △332,111 125,942

現金及び現金同等物の期首残高 1,538,928 748,586

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,206,816 874,529

（単位：千円）

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
中 間 連 結 財 務 諸 表
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■中間連結株主資本等変動計算書（平成18年4月1日から平成18年9月30日まで） （単位：千円）

株　主　資　本 評価・換算差額等

評価・換算
差額等合計

2,449,000

ー

2,449,000

1,470,572

ー

1,470,572

872,696

△135,308

△135,308

737,388

3,196,782

ー

3,196,782

4,069,479

ー

ー

ー

△135,308

△135,308

3,934,170

純資産
合計

8,241,279

△70,078

111,100

△495

△135,308

△94,782

8,146,497

294,638

△70,078

111,100

41,021

335,659

△42,410

△495

△495

△42,905

4,171,800

△70,078

111,100

△495

ー

40,525

4,212,326

資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 その他有価証
券評価差額金

土地再評価
差額金資本金

株主資本以外の項目の中間
連結会計期間中の変動額（純額）

平成18年3月31日残高

中間連結会計期間中の変動額

剰余金の配当

中間純利益

自己株式の取得

中間連結会計期間中の変動額合計

平成18年9月30日残高



商 品 紹 介中 間 単 体 財 務 諸 表

■中間貸借対照表

科　目 当中間期末
平成18年9月30日現在

前期末
平成18年3月31日現在

■資産の部
流動資産 6,765,773 6,822,150
固定資産 15,621,160 15,852,786
有形固定資産 12,341,946 12,351,925
無形固定資産 63,038 72,809
投資その他の資産 3,216,176 3,428,050

繰延資産 1,987 3,975
資産合計 22,388,921 22,678,911

■負債の部
流動負債 5,902,957 5,679,844
固定負債 8,573,212 8,918,168
負債合計 14,476,169 14,598,012

■資本の部
資本金 ー 2,449,000
資本剰余金 ー 1,190,882
利益剰余金　 ー 570,124
土地再評価差額金 ー 3,196,782
その他有価証券評価差額金 ー 811,343
自己株式 ー △137,233
資本合計 ー 8,080,899
負債及び資本合計 ー 22,678,911

■純資産の部
株主資本 4,026,476 ー
資本金 2,449,000 ー
資本剰余金 1,190,882 ー
利益剰余金 524,323 ー
自己株式 △137,728 ー

評価・換算差額等 3,886,275 ー
その他有価証券評価差額金 689,493 ー
土地再評価差額金 3,196,782 ー

純資産合計 7,912,752 ー
負債及び純資産合計 22,388,921 ー

■中間損益計算書

科　目
当中間期

平成18年4月1日から
平成18年9月30日まで

前中間期
平成17年4月1日から
平成17年9月30日まで

売上高 8,166,706 7,075,031
売上原価 6,026,889 4,851,463

売上総利益 2,139,817 2,223,568
販売費及び一般管理費 2,023,597 1,963,827

営業利益 116,219 259,741
営業外収益 71,908 78,964
営業外費用 110,343 167,793

経常利益 77,784 170,911
特別利益 750 507,194
特別損失 16,742 300,366

税引前中間純利益 61,792 377,740
法人税、住民税及び事業税 39,547 10,745
法人税等調整額 △2,032 238,066

中間純利益 24,277 128,928
前期繰越利益 ー 633,493
土地再評価差額金取崩額 ー △368,503

中間未処分利益 ー 393,918

（単位：千円）（単位：千円）

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

●石綿スレート波板を撤去し、ガルバリウム鋼板で復旧する改修工法を開発
ノザワはJFE鋼板（株）との共同開発により、既設の石綿スレート波板を

撤去した後に、当社オリジナル屋根材カラテリア（カラーGL鋼板）で復
旧するリフレッシュ工法を開発しました。従来の屋根葺替え工事では、
既設の旧材撤去から新材の復旧まで作業工程が開く為、一定期間の雨養
生対策が必要でした。同工法は、一業種・同日で屋根葺替え工事を行う
ほか、既設の大波スレートとの重ねが可能な形状であり、養生が少なく
て済むことから、工期が短縮され、全面・部分改修を問わず、使用中の建物の屋根葺替え工事に適した工法となっ
ています。一方で、ノザワは平成14年度から3年間にわたり、経済産業省資源エネルギー庁の補助金事業として
採択を受け、「石綿改質技術」を確立致しました。この技術をもとに、撤去した石綿スレート等の石綿含有建材の無
害化・再利用への応用を進めており、廃棄物の減量と環境保全に貢献すべく事業展開を見据えています。
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■中間株主資本等変動計算書（平成18年4月1日から平成18年9月30日まで） （単位：千円）

株　主　資　本 評価・換算差額等
純資産
合計

2,449,000

ー
2,449,000

1,190,882

ー
1,190,882

570,124

△70,078
24,277

△45,801
524,323

△137,233

△495

△495
△137,728

4,072,773

△70,078
24,277
△495

△46,296
4,026,476

811,343

△121,850
689,493

3,196,782

ー
3,196,782

4,008,126

ー
ー
ー

△121,850
3,886,275

8,080,899

△70,078
24,277
△495

△168,146
7,912,752

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 その他有価証
券評価差額金

土地再評価
差額金

評価・換算
差額等合計

改修前 改修後

●耐震性・安全性・施工性に優れた低層外壁専用工法「NPクイック工法」

●世界に先駆けて商品化した高機能内装仕上材「ふらの調湿しっくい」
日本の伝統文化である漆喰は、昔から呼吸する壁として、広く使われて
きました。ノザワは、住環境に求められる快適性とシックハウス問題に取
り組み、機能をより充実させた高機能内装仕上材「ふらの調湿しっくい」
を世界に先駆けて商品化しました。「ふらの調湿しっくい」は日本の伝統的
な漆喰に、新素材マインシリカを配合。マインシリカは、ノザワが独自に
開発したナノサイズの細孔を多数包含した繊維状形態の素材（多孔質繊
維状非晶質シリカ）です。優れた吸放湿性や脱臭性を発揮し、塗材の塗布作業も容易に行え、その安全性も確認さ
れています。このマインシリカの採用により、「ふらの調湿しっくい」は優れた調湿効果・VOC吸着・脱臭機能を
有するとともに、25色におよぶカラーバリエーションや多彩な意匠付けが可能になりました。

くし引きパターン 松葉模様

ノザワは、押出成形セメント板「アスロック」の需要が多い低層建築物
（高さ16c以下）の外壁に向けた専用システム工法「NPクイック工法」を
市場投入しました。「NPクイック工法」は、従来工法である「Zクリップ工法」
を低層向けに改良。下地に厚さ3.2aの折り曲げプレート（Z型鋼材・
C型鋼材）を採用することで重量を1/2とし、作業者の負荷を大幅に軽減
しました。また、取付金物には、下地材と物理的に勘合する「NPクリップ」
（特許申請中）を採用することで、回転防止の溶接が不要になります。このような工法の進化により、下地材の軽量化
と耐震性・安全性・施工性の向上を実現し、大幅な工期短縮を可能にしました。

専用下地材／NPクリップ

ー0 △121,8500 △121,8500 △121,850

平成18年3月31日残高
中間会計期間中の変動額
剰余金の配当
中間純利益
自己株式の取得
株主資本以外の項目の中間
会計期間中の変動額（純額）

中間会計期間中の変動額合計
平成18年9月30日残高



株式会社ノザワ

NOZAWA CORPORATION

明治30年8月17日

大正2年9月28日

24億4,900万円

368名（連結）

株式会社ノザワ商事

株式会社ノザワトレーディング

社 名

創 業

設 立

資 本 金

従 業 員 数 　

子 会 社

ネットワーク

役 　 員

：〒 650-0035 神戸市中央区浪花町15番地 tel / 078 -333-4111（代）

：札幌市中央区大通西1丁目14番2（第2有楽ビル）
：仙台市青葉区本町1丁目1番8号（第一日本オフィスビル）
：盛岡市内丸16番15号（内丸ビル）
：東京都中央区新川1丁目24番8号（東熱新川ビル）
：高崎市あら町116番1号（第一生命ビル）
：静岡市駿河区稲川1丁目1番32号（グランドゥール稲川Ⅱ）
：名古屋市西区名駅3丁目10番17号（IT名駅ビル2号館）

：埼玉県深谷市大字折之口字稜威ヶ原1851番地4

：北海道富良野市字山部1596番地4
：埼玉県比企郡吉見町大字長谷1947番地
：兵庫県加古郡播磨町古宮
：兵庫県高砂市高須1番1号

：上海市江蘇路369号　兆豊世貿大厦2503

●本 社
●支店・営業所

札 幌 支 店
仙 台 支 店
岩 手 営 業 所
東 京 支 店
高 崎 営 業 所
静 岡 営 業 所
名 古 屋 支 店

●研究所

技 術 研 究 所

●工場

フラノ事業所
埼 玉 工 場
播 州 工 場
高 砂 工 場

●海外駐在所

上 海 駐 在 所

：金沢市本町1丁目5番1号（リファーレ）
：神戸市中央区浪花町15番地
：京都市中京区烏丸通夷川上ル少将井町250（ビルHANA）
：広島市中区小町3番25号（住金物産広島ビル）
：松山市大手町2丁目9番地4（石丸ビル）
：福岡市博多区博多駅前1丁目4番4号（JPR博多ビル）

北 陸 営 業 所
関 西 支 店
京 都 営 業 所
広 島 支 店
松 山 営 業 所
九 州 支 店

代表取締役社長
専務取締役
専務取締役
常務取締役　
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常勤監査役
監 査 役
監 査 役
監 査 役

野　澤　 俊　也
田　 慎　祐

佐々木　 三七司
南　　　 昭　二
田　淵　 義　章
山　口　 幸　久
三　原　 伸　夫　
喜　田　 牧　男
豊　田　 和　沖
大　西　 努
久　須　 剛　昭
出　島　 信　彦
堀　田　 昌　展

NETWORKNETWORK
上海�

会 社 概 要［平成18年9月30日現在］

所有者別株主数�

所有者別持株数�

合計�
 2,943名�

合計�
24,150,000株�

■金融機関      
■証券会社       
■その他の法人�
■外国法人等�
■個人・その他�
■自己名義株式�

16名�
25名�
140名�
4名�

2,757名�
1名�

0.54%�
0.85%�
4.76%�
0.14%�
93.68%�
0.03%

■金融機関      
■証券会社       
■その他の法人�
■外国法人等�
■個人・その他�
■自己名義株式�

9,128,486株�
509,950株�

5,871,111株�
37,000株�

7,811,429株�
792,024株�

�

37.80%�
2.11%�
24.31%�
0.15%�
32.35%�
3.28%

ホームページのご案内

当社の事業活動、商品情報、株主・投資家の皆様向けIR情報は、
ホームページで詳しくご紹介しています。また、昨年よりアスベ
スト情報サイトを開設し、アスベストに関する不安や疑問にQ&A
方式でお答えしています。今後も皆様にお役立ていただけるよう、
掲載情報の充実に努めてまいりますので、ぜひご覧下さい。

URL http: //www.nozawa-kobe.co.jp

発 行 可 能 株 式 総 数

発 行 済 株 式 の 総 数

株 主 数

60,000,000株

24,150,000株

2,943名

■株式分布状況

■大株主
株　主　名 持株数（千株） 議決権比率（％）

日本興亜損害保険株式会社 1,749 7.52

日本生命保険相互会社 1,744 7.50

株式会社三井住友銀行 1,153 4.96

東京海上日動火災保険株式会社 724 3.11

大阪証券金融株式会社 655 2.81

CBC株式会社 603 2.59

神栄株式会社 594 2.55

三井住友海上火災保険株式会社 577 2.48

日工株式会社 568 2.44

ノザワ従業員持株会 563 2.42
（注）当社は、自己株式792,024株を保有しております。

株 式 情 報［平成18年9月30日現在］
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